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外
務
省
で
は
、
年
に
一
回
程
度
、
外
交
史
料
館
別
館
展
示
室
に
お
い
て
、
外
務

省
周
年
事
業
や
外
交
史
上
の
重
要
事
件
・
人
物
に
ち
な
ん
だ
特
別
展
示
を
開
催
し

て
い
る
。

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
か
ら
起
算
し
て
満

一
五
〇
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
政
府
は
、
改
め
て
明
治
を
振
り
返
り
、
将
来
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。
外
交
史
料
館
で
も
、

所
蔵
史
料
を
通
し
て
明
治
の
外
交
を
振
り
返
る
展
示
を
二
本
開
催
し
た
。

一
つ
は
、「
国
書
・
親
書
に
み
る
明
治
の
日
本
外
交
」（
開
催
期
間
：
平
成
三
〇

年
一
月
一
一
日
〜
五
月
三
一
日
）
で
あ
る
。
同
展
示
は
、
明
治
一
五
〇
年
事
業
と

し
て
本
年
開
設
し
た
、
外

交
史
料
館
所
蔵
史
料
検
索

シ
ス
テ
ム
の
画
像
閲
覧
機

能
を
利
用
し
て
、
外
交
史

料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

も
デ
ジ
タ
ル
展
示
と
し
て

紹
介
し
た
（
詳
細
は
本
号

の
「
明
治
一
五
〇
年
記
念  

明
治
一
五
〇
年
記
念
展
示

「
条
約
書
に
み
る
明
治
の
日
本
外
交
」

国
書
・
親
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
）。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
展
示
が
本
稿
で
紹
介
す
る
「
条
約
書
に
み
る
明
治
の
日

本
外
交
」
で
あ
る
（
開
催
期
間:

平
成
三
〇
年
六
月
一
二
日
〜
一
〇
月
一
一
日
）。

展
示
構
成
は
、
明
治
前
期
と
明
治
後
期
の
二
部
構
成
と
し
、
第
一
部
の
明
治
前

期
で
は
、
諸
外
国
と
の
関
係
を
構
築
し
、
近
代
国
家
体
制
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
、

条
約
改
正
を
目
指
し
て
い
っ
た
明
治
政
府
の
外
交
施
策
を
、
日
本
・
オ
ー
ス
ト
リ

ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
修
好
通
商
航
海
条
約
や
日
清
修
好
条
規
、樺
太
千
島
交
換
条
約
、

日
英
通
商
航
海
条
約
等
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
し
た
。
そ
し
て
、
第
二
部

で
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
や
不
平
等
条
約
の
改
正
を
経
て
、
欧
米
諸
国
と
対
等
な

条
約
関
係
を
構
築
し
た
明
治
後
期
の
外
交
を
、
日
清
講
和
条
約
、
日
露
講
和
条
約
、

日
米
通
商
航
海
条
約
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
紹
介
し
た
。
こ
の
他
、
明
治
期

に
活
躍
し
た
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
、
三
四
年
間
の
長
き
に
渡
り
外
務
省
顧
問
と

し
て
在
職
し
、
日
本
外
交
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
ニ
ソ
ン
の
史
料

や
、
明
治
期
に
海
外
に
渡
り
、
活
躍
し
た
女
性
と
し
て
、
女
子
教
育
者
津
田
梅
子

と
安
井
て
つ
の
史
料
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
た
。

会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
貴
重
な
史
料
の
実
物
を
見
ら
れ
て
感
動
し
た
」「
外

交
の
重
要
さ
を
痛
切
に
感
じ
た
」
な
ど
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
史
料
の
写
真
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や
解
説
を
教
材
と
し
て
使
い
た
い
と
い
う
意
見
も
い
た
だ
い
た
。

本
特
別
展
示
の
展
示
史
料
解
説
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
主
な
展
示
史

料
の
画
像
や
解
説
が
、
外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「
過
去
の

特
別
展
示
・
企
画
展
示
一
覧
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

○
外
交
史
料
館H

P
「
過
去
の
特
別
展
示
・
企
画
展
示
一
覧
」

https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/annai/honsho/shiryo/archive.htm
l#section3
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│
│
│
│
│

「
条
約
書
に
み
る
明
治
の
日
本
外
交
」〈
展
示
史
料
解
説
〉

は
じ
め
に

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
か
ら
起
算
し
て
満

一
五
〇
年
に
当
た
り
ま
す
。
幕
末
の
日
米
和
親
条
約
調
印
を
機
に
、
欧
米
諸
国
を

中
心
と
す
る
国
際
社
会
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
日
本
は
、
明
治
時
代
、
新
た
な

国
際
関
係
構
築
の
歩
み
を
始
め
ま
す
。
政
府
は
欧
米
諸
国
の
制
度
・
技
術
・
文
化

を
吸
収
し
な
が
ら
、
近
代
化
を
進
め
、
諸
外
国
と
の
国
交
樹
立
や
国
境
画
定
、
不

平
等
条
約
の
改
正
な
ど
の
外
交
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
清
・
日

露
戦
争
を
経
て
、
日
本
は
欧
米
列
強
と
並
ぶ
国
家
へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

本
展
示
で
は
、
外
交
史
料
館
が
所
蔵
す
る
条
約
書
等
を
通
し
て
、
明
治
期
の
日

本
外
交
の
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
女
子
教
育
の
先
駆
者
と
し
て
明
治
期

に
活
躍
し
た
津
田
梅
子
や
安
井
て
つ
、
外
務
省
顧
問
と
し
て
日
本
外
交
に
大
き
な

貢
献
を
果
た
し
た
ア
メ
リ
カ
人
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
ニ
ソ
ン
の
史
料
も
あ
わ
せ
て
展
示

し
ま
す
。

展
示
を
通
し
て
、
現
在
に
ま
で
つ
な
が
る
国
の
基
本
的
な
形
を
築
き
上
げ
た
明

治
の
時
代
を
振
り
返
り
、
国
際
社
会
に
踏
み
出
し
て
い
っ
た
明
治
の
日
本
人
の
姿

に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

条
約
書
に
つ
い
て

条
約
と
は
、
文
書
の
形
で
な
さ
れ
る
国
家
間
の
法
的
な
約
束
で
す
。
条
約
を
結

ぶ
際
は
、
国
が
選
任
し
た
全
権
代
表
に
よ
っ
て
交
渉
が
行
わ
れ
、
条
約
文
の
内
容

が
確
定
し
た
時
、調
印
書
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
各
代
表
は
調
印
書
に
署
名
（
調
印
）

を
行
い
ま
す
。

調
印
書
の
内
容
に
国
が
同
意
表
明
す
る
方
法
の
一
つ
が
批
准
で
す
。
条
約
の
内

容
に
つ
い
て
、
国
内
で
審
議
さ
れ
、
議
会
や
元
首
の
同
意
や
承
認
が
な
さ
れ
る
と

批
准
書
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
締
約
相
手
国
と
そ
の
批
准
書
を
交
換
し
た

り
、
国
際
機
関
に
批
准
書
を
寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
条
約
は
国
際
的
に
正
式

に
確
認
さ
れ
、
効
力
が
発
生
し
ま
す
。

批
准
書
は
国
の
同
意
表
明
を
示
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
国
ご
と
に
異
な
っ
た
デ

ザ
イ
ン
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、元
首
等
の
署
名
や
国
璽
（
こ
く
じ
＝
国
家
の
印
章
）

が
見
ら
れ
ま
す
。
欧
米
の
も
の
に
は
、
国
璽
が
押
さ
れ
た
蜜
蠟
（
み
つ
ろ
う
）
が
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封
ぜ
ら
れ
た
「
蠟
缶
（
ろ
う
か
ん
）」
が
付
属
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

明
治
の
外
交
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
各
国
の
多
種
多
様
な
公
文
書
の
世
界
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。

第
一
部　

明
治
前
期
の
外
交

慶
応
四
年
一
月
（
一
八
六
八
年
二
月
）、
新
政
府
（
以
下
、
明
治
政
府
）
は
、
諸

外
国
に
対
し
て
王
政
復
古
と
天
皇
に
よ
る
外
交
主
権
の
掌
握
を
告
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
年
三
月
（
一
八
六
八
年
四
月
）
に
出
さ
れ
た
五
箇
条
の
誓
文
で
は
、「
智
識

ヲ
世
界
ニ
求
メ
大
ニ
皇
基
ヲ
振
起
ス
ヘ
シ
」
と
し
て
、
開
か
れ
た
海
外
と
の
関
わ

り
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
、
諸
外
国
も
明
治
政
府
を
正
統
政
府
と
し

て
承
認
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
明
治
政
府
に
は
、
幕
府
か
ら
引
き
継
い
だ
不
平
等
条
約
の
改

正
が
大
き
な
課
題
と
し
て
存
在
し
ま
し
た
。
条
約
改
正
交
渉
は
、
明
治
四
年
の
岩

倉
使
節
団
に
始
ま
り
、
明
治
四
四
年
の
日
米
通
商
航
海
条
約
の
締
結
に
よ
る
税
権

回
復
に
至
る
ま
で
、
四
〇
年
の
長
い
期
間
に
わ
た
る
事
業
で
し
た
。

第
一
部
で
は
、
諸
外
国
と
の
関
係
を
構
築
し
、
近
代
国
家
体
制
の
整
備
を
進
め

な
が
ら
、
条
約
改
正
を
目
指
し
て
い
っ
た
明
治
前
期
の
日
本
外
交
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

§
明
治
の
は
じ
ま
り

展
示
史
料
一

明
治
元
年
九
月
二
七
日
（
一
八
六
八
年
一
一
月
一
一
日
）
調
印

明
治
三
年
一
一
月
七
日
（
一
八
七
〇
年
一
二
月
二
八
日
）
批
准
書
交
換

日
本
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
修
好
通
商
航
海
条
約

慶
應
三
年
一
〇
月
一
四
日
（
一
八
六
七
年
一
一
月
九
日
）、
一
五
代
将
軍
徳
川
慶

喜
は
大
政
奉
還
を
奏
請
し
、
二
六
〇
年
以
上
続
い
た
政
権
を
朝
廷
に
返
上
し
ま
し

た
。
そ
し
て
翌
慶
応
四
年
一
月
（
一
八
六
八
年
二
月
）、
明
治
政
府
は
、
諸
外
国
に

対
し
て
王
政
復
古
と
天
皇
に
よ
る
外
交
主
権
の
掌
握
を
告
げ
ま
し
た
。

史
料
一
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
日
本
と
の
間
で
結
ば
れ
た
条
約
で
、

明
治
政
府
が
最
初
に
結
ん
だ
条
約
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
一

八
一
四
年
に
成
立
し
た
同
君
連
合
で
、
一
九
〇
五
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
独
立
す
る

ま
で
続
い
た
国
で
す
。
同
国
は
日
本
と
の
国
交
樹
立
を
希
望
し
ま
し
た
が
、
徳
川

幕
府
は
、
条
約
交
渉
に
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
政
府
が
成
立
す
る

と
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
駐
日
オ
ラ
ン
ダ
公
使
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー

か
ら
条
約
交
渉
の
全
権
委
任
を
受
け
、
条
約
締
結
交
渉
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
明
治
元
年
九
月
（
一
八
六
八
年
一
一
月
）、
東
久
世
通
禧
（
ひ
が
し
く
ぜ
・
み

ち
と
み
）
外
国
官
副
知
事
、
寺
島
宗
則
（
て
ら
し
ま
・
む
ね
の
り
）
外
国
官
判
事
、

井
関
盛
艮
（
い
せ
き
・
も
り
と
め
）
外
国
官
判
事
と
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
公
使
と
の

間
で
本
条
約
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

　

§
不
平
等
条
約

展
示
史
料
二
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明
治
二
年
九
月
一
四
日
（
一
八
六
九
年
一
〇
月
一
八
日
）
調
印

明
治
四
年
一
二
月
三
日
（
一
八
七
二
年
一
月
一
二
日
）
批
准
書
交
換

日
本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
修
好
通
商
航
海
条
約

明
治
政
府
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
続
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
、
翌
年

に
は
北
ド
イ
ツ
連
邦
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
そ
れ
ぞ
れ
通
商
条
約
を

締
結
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
条
約
は
い
ず
れ
も
外
国
側
に
領
事
裁
判
権
を
付
与
し
、

日
本
側
の
関
税
自
主
権
を
認
め
な
い
不
平
等
条
約
で
し
た
。
史
料
二
は
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
間
で
結
ん
だ
修
好
通
商
航
海
条
約
で
す
。本
条
約
は
、

相
手
国
側
の
権
利
が
最
も
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
不
平
等
条
約
の
典
型
と
な
り
ま

し
た
。

近
代
的
な
国
家
間
の
関
係
か
ら
み
る
と
、
不
平
等
条
約
の
内
容
は
日
本
の
主
権

を
制
限
し
、
独
立
国
と
し
て
の
体
面
を
損
な
う
も
の
で
し
た
。
明
治
政
府
は
幕
末

に
結
ば
れ
た
諸
条
約
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
自
ら
結
ん
だ
こ
れ
ら
の
不
平
等
条

約
の
改
正
を
大
き
な
外
交
課
題
と
し
て
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
政
府

は
、
欧
米
諸
国
と
の
対
等
な
関
係
を
求
め
て
、
国
内
諸
制
度
の
近
代
化
を
進
め
て

い
き
ま
し
た
。

　

§
明
治
初
期
の
近
隣
外
交
―
清
国
―

展
示
史
料
三

明
治
四
年
七
月
二
九
日
（
一
八
七
一
年
九
月
一
三
日
）
調
印

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
四
月
三
〇
日
批
准
書
交
換

日
清
修
好
条
規

欧
米
諸
国
と
の
条
約
締
結
に
続
い
て
、
日
本
は
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
条
約

に
基
づ
く
国
家
間
で
の
外
交
関
係
構
築
を
は
か
り
ま
し
た
。　

史
料
三
は
、
明
治
四
年
に
調
印
さ
れ
た
日
清
修
好
条
規
で
す
。
本
条
約
は
日
本

側
全
権
伊
達
宗
城
（
だ
て
・
む
ね
な
り
）
大
蔵
卿
、
清
国
側
全
権
李
鴻
章
直
隷
総

督
・
北
洋
大
臣
に
よ
り
、
天
津
で
調
印
さ
れ
た
も
の
で
、
日
中
間
で
締
結
さ
れ
た

最
初
の
条
約
で
す
。

日
本
と
中
国
の
関
係
は
、一
六
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
ま
で
正
式
な
国
交
は
な
く
、

貿
易
だ
け
が
継
続
し
て
行
わ
れ
る
状
態
で
し
た
。
幕
末
以
降
、
日
本
と
欧
米
列
国

と
の
間
に
外
交
関
係
が
結
ば
れ
る
と
、
清
国
人
は
欧
米
商
人
の
使
用
人
と
し
て
来

日
し
、
開
港
地
に
居
留
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
一
部
は
ア
ヘ
ン
を
密
輸
し
、
住
民
と

争
い
を
起
こ
す
な
ど
の
問
題
を
起
こ
し
ま
し
た
。
清
国
と
国
交
が
な
か
っ
た
日
本

は
こ
う
し
た
問
題
の
取
り
扱
い
に
苦
慮
し
て
お
り
、
清
国
と
国
交
を
結
ぶ
こ
と
は

明
治
政
府
に
と
っ
て
急
務
で
し
た
。

条
約
の
内
容
は
、
相
互
に
外
交
使
節
と
領
事
を
駐
在
さ
せ
、
制
限
的
な
領
事
裁

判
権
を
認
め
る
こ
と
に
加
え
、
両
国
が
そ
れ
ぞ
れ
欧
米
諸
国
と
締
結
し
た
税
則
を

相
互
に
承
認
し
た
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
対
等
条
約
で
し
た
。
本
条
約
は
明
治

六
年
に
批
准
・
発
効
し
、
日
清
戦
争
ま
で
効
力
を
有
し
ま
し
た
。

　

§
国
境
の
画
定

展
示
史
料
四
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明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
五
月
七
日
調
印
、
同
年
八
月
二
二
日
批
准
書
交
換

樺
太
千
島
交
換
条
約
（
調
印
書
）

明
治
初
期
の
近
隣
外
交
に
お
い
て
、
国
境
の
画
定
も
重
要
な
課
題
で
し
た
。
日

本
と
ロ
シ
ア
の
国
境
は
、
安
政
元
（
一
八
五
五
）
年
に
結
ば
れ
た
日
魯
通
好
条
約

に
よ
り
、
択
捉
（
エ
ト
ロ
フ
）
島
と
得
撫
（
ウ
ル
ッ
プ
）
島
の
間
と
さ
れ
、
樺
太

島
に
つ
い
て
は
国
境
を
設
け
ず
に
、
両
国
民
の
雑
居
の
地
と
す
る
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
樺
太
島
に
お
け
る
両
国
民
間
の
紛
争
事
件
が
発
生
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
明
治
五
年
五
月
よ
り
日
露
間
で
国
境
画
定
の
交
渉
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

当
初
、
副
島
種
臣
（
そ
え
じ
ま
・
た
ね
お
み
）
外
務
卿
が
交
渉
に
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
が
、
副
島
が
征
韓
論
争
で
下
野
し
た
た
め
、
榎
本
武
揚
（
え
の
も
と
・
た

け
あ
き
）
が
駐
ロ
シ
ア
公
使
に
任
命
さ
れ
、
交
渉
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
日
本
側
全
権
榎
本
武
揚
、
ロ
シ
ア
側
全
権
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
外
務
大
臣
に
よ
り

本
条
約
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
は
千
島
列
島
（
シ
ュ
ム
シ
ュ

島
か
ら
ウ
ル
ッ
プ
島
ま
で
の
一
八
の
島
々
）
を
ロ
シ
ア
か
ら
譲
り
受
け
る
か
わ
り

に
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
樺
太
全
島
を
放
棄
し
ま
し
た
。

　

§
明
治
初
期
の
近
隣
外
交
―
朝
鮮
―

展
示
史
料
五

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
二
月
二
六
日
調
印
、
同
年
三
月
二
二
日
批
准
書
交
換

日
朝
修
好
条
規
（
批
准
書
）

明
治
九
年
に
は
、
日
朝
修
好
条
規
が
締
結
さ
れ
、
日
本
は
朝
鮮
国
と
国
交
を
樹

立
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
の
朝
鮮
は
中
国
を
中
心
と
す
る
伝
統
的
な
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
で

あ
る
「
華
夷
秩
序
」
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
中
国
を
「
宗
主
国
」
と
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
艦
隊
を
撃
退
す
る
な
ど
、
攘
夷
鎖
国
政

策
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
八
年
九
月
、
朝
鮮
西
岸
を
偵
察
航
行
中
の
日
本
軍
艦
雲
揚
が
、
江
華
島
に

接
近
し
て
朝
鮮
側
か
ら
砲
撃
を
受
け
、
報
復
攻
撃
に
及
ん
だ
事
件
が
起
こ
り
ま
し

た
（
江
華
島
事
件
）。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
朝
鮮
の
江
華
府
で
日
本
側
全
権

黒
田
清
隆
（
く
ろ
だ
・
き
よ
た
か
）、
井
上
馨
（
い
の
う
え
・
か
お
る
）
と
朝
鮮

側
全
権
申　

、
尹
滋
承
と
が
交
渉
し
、
本
条
約
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

条
約
の
内
容
は
、
第
一
款
で
「
朝
鮮
国
ハ
自
主
ノ
邦
ニ
シ
テ
日
本
国
ト
平
等
ノ

権
ヲ
保
有
セ
リ
」
と
し
て
、
朝
鮮
を
独
立
国
と
し
て
承
認
し
ま
し
た
。
第
四
款
で

は
、
釜
山
・
仁
川
・
元
山
を
開
港
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
領
事
裁
判
権
、
関
税
な

ど
に
お
い
て
朝
鮮
に
不
利
な
も
の
で
し
た
。

　

§
条
約
改
正
の
進
展

展
示
史
料
六

明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
一
一
月
三
〇
日
調
印
、
明
治
二
二
年
六
月
六
日
批
准

書
交
換

日
墨
修
好
通
商
条
約
（
批
准
書
）
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明
治
四
年
に
岩
倉
使
節
団
を
欧
米
諸
国
に
派
遣
し
て
以
来
、
明
治
政
府
は
、
条

約
改
正
に
向
け
た
交
渉
を
粘
り
強
く
続
け
て
い
ま
し
た
。
明
治
一
一
年
、
寺
島
宗

則
外
務
卿
は
ア
メ
リ
カ
と
の
交
渉
で
関
税
自
主
権
回
復
に
成
功
し
ま
し
た
（
吉

田
・
エ
ヴ
ァ
ー
ツ
条
約
）。
し
か
し
、
同
条
約
は
、
列
国
と
も
同
様
の
条
約
を
締
結

し
た
時
に
実
施
す
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
等
が
反
対
し
た
た
め
発
効

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

井
上
馨
外
務
大
臣
は
、
明
治
一
九
年
か
ら
明
治
二
〇
年
に
か
け
て
、
各
国
代
表

を
集
め
て
条
約
改
正
会
議
を
開
催
し
、
居
留
地
が
限
定
さ
れ
て
い
た
外
国
人
へ
の

内
地
開
放
を
認
め
る
か
わ
り
に
領
事
裁
判
権
を
撤
廃
す
る
こ
と
で
各
国
の
了
承
を

得
ま
し
た
が
、
日
本
の
裁
判
所
に
外
国
人
判
事
を
任
用
す
る
と
い
う
交
渉
内
容
が

明
ら
か
に
な
る
と
、
世
論
は
大
反
対
を
唱
え
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
鳴
館
で
の
舞
踏

会
等
、
交
渉
促
進
の
た
め
に
井
上
が
極
端
な
欧
化
主
義
を
と
っ
た
こ
と
に
も
批
判

が
高
ま
り
、
明
治
二
〇
年
、
井
上
は
交
渉
を
中
止
し
て
辞
任
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
隈
重
信
（
お
お
く
ま
・
し
げ
の
ぶ
）
外
務
大
臣
の
も
と
、
明
治
二

一
年
、
日
本
は
メ
キ
シ
コ
と
の
間
で
対
等
条
約
調
印
に
成
功
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
等
と
も
改
正
条
約
に
調
印
し
ま
し
た
が
、
大
審
院
に
外
国
人
判
事
を
任
用
す
る

条
件
が
知
ら
れ
る
と
反
対
論
が
強
ま
り
、
大
隈
は
襲
撃
さ
れ
重
傷
を
負
っ
て
辞
任

し
、
ア
メ
リ
カ
等
と
の
条
約
は
発
効
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

史
料
六
は
、
大
隈
外
相
期
に
、
陸
奥
宗
光
（
む
つ
・
む
ね
み
つ
）
駐
米
公
使
と

ロ
メ
ロ
駐
米
メ
キ
シ
コ
公
使
と
の
間
で
調
印
さ
れ
た
日
墨
修
好
通
商
条
約
の
批
准

書
で
す
。「
墨
」
は
「
墨
西
哥
（
メ
キ
シ
コ
）」
の
こ
と
で
す
。
こ
の
条
約
は
、
日

本
の
法
律
に
従
う
こ
と
を
条
件
に
、
メ
キ
シ
コ
人
の
内
地
雑
居
を
認
め
た
相
互
対

等
の
条
約
で
あ
り
、
欧
米
諸
国
と
の
条
約
改
正
を
目
指
す
日
本
に
と
っ
て
重
要
な

先
例
と
な
り
ま
し
た
。

　

§
領
事
裁
判
権
の
撤
廃

展
示
史
料
七

明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
七
月
一
六
日
調
印
、
同
年
八
月
二
五
日
批
准
書
交
換

日
英
通
商
航
海
条
約
（
批
准
書
）

欧
米
各
国
と
条
約
改
正
交
渉
を
進
め
る
な
か
、
日
本
国
内
で
は
、
明
治
二
二
年

に
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
、
翌
年
に
は
帝
国
議
会
の
開
設
が
な
さ
れ
、
統
治
機

構
・
法
制
度
の
近
代
化
が
さ
ら
に
進
み
ま
し
た
。
大
隈
重
信
外
務
大
臣
の
あ
と
を

受
け
た
青
木
周
蔵
（
あ
お
き
・
し
ゅ
う
ぞ
う
）
外
務
大
臣
は
外
国
人
判
事
を
任
用

す
る
条
約
改
正
案
を
と
り
や
め
、
イ
ギ
リ
ス
と
交
渉
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
極
東

進
出
を
警
戒
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
日
本
に
好
意
的
な
態
度
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
明
治
二
四
年
に
来
日
中
の
ロ
シ
ア
皇
太
子
が
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
巡
査

に
斬
り
つ
け
ら
れ
る
事
件
（
大
津
事
件
）
が
起
こ
る
と
、
青
木
外
相
は
引
責
辞
任

し
、
交
渉
は
再
び
中
断
し
ま
し
た
。　

そ
の
後
、
陸
奥
宗
光
が
外
務
大
臣
に
就
任
す
る
と
、
青
木
を
駐
英
公
使
に
起
用

し
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
渉
に
当
た
ら
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
二
七
年
七
月
一

六
日
、
青
木
公
使
と
キ
ン
バ
レ
ー
英
国
外
務
大
臣
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
日
英
通
商
航

海
条
約
に
調
印
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
は
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
、
関
税
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自
主
権
の
一
部
回
復
を
達
成
し
、
条
約
改
正
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

領
事
裁
判
権
の
撤
廃
は
日
本
の
近
代
化
が
欧
米
諸
国
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
意

味
し
、
日
本
の
国
際
的
地
位
は
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。
条
約
改
正
に
一
段
落
を

つ
け
た
日
本
の
外
交
課
題
は
、
以
後
、
主
に
朝
鮮
・
満
州
を
め
ぐ
る
大
陸
政
策
へ

と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

第
二
部　

明
治
後
期
の
外
交

第
一
部
で
み
た
よ
う
に
、
明
治
前
期
、
政
府
は
近
代
国
家
と
し
て
の
体
制
を
整

え
な
が
ら
、
欧
米
各
国
と
の
不
平
等
条
約
改
正
の
た
め
に
努
力
を
重
ね
ま
し
た
。

他
方
、
近
隣
諸
国
と
の
外
交
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
問
題
が
重
要
な
課
題
と
し
て

存
在
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
、明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
の
日
清
戦
争
、

そ
の
一
〇
年
後
の
日
露
戦
争
と
い
う
二
つ
の
戦
争
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
戦
争
を
経
て
、
日
本
は
朝
鮮
を
勢
力
下
に
置
き
、
そ
の

後
、
大
陸
へ
と
進
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
的
地
位
の
向

上
に
伴
い
、
明
治
四
四
年
に
は
、
列
国
と
新
条
約
を
締
結
し
、
関
税
自
主
権
の
回

復
に
成
功
し
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
や
不
平
等
条
約
の
改
正
を
経
て
、
欧
米
諸
国

と
対
等
な
条
約
関
係
を
構
築
し
た
明
治
後
期
の
外
交
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

§
日
清
戦
争

展
示
史
料
八
、
九

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
四
月
一
七
日
調
印
、
同
年
五
月
八
日
批
准
書
交
換

日
清
講
和
条
約
（
調
印
書
・
漢
文
）

日
清
講
和
条
約
（
附
属
地
図
・
漢
文
）

明
治
九
年
に
結
ば
れ
た
日
朝
修
好
条
規
に
は
、
朝
鮮
国
を
独
立
国
と
し
て
承
認

す
る
と
い
う
条
項
が
あ
り
ま
し
た
（
展
示
史
料
五
を
参
照
）。
こ
れ
は
清
国
と
宗
属

関
係
に
あ
っ
た
朝
鮮
か
ら
、
清
国
の
宗
主
権
を
排
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
同
条
約
締
結
後
も
朝
鮮
は
依
然
と
し
て
清
国
の
影
響
下
に
あ
り
、
朝

鮮
国
内
で
は
、
親
日
派
と
親
清
派
と
の
対
立
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
明
治
二
七
年
二
月
、
朝
鮮
で
は
減
税
と
排
日
を
要
求
し

た
農
民
の
反
乱
が
発
生
し
ま
し
た
（
甲
午
農
民
戦
争
）。
朝
鮮
政
府
が
清
国
に
出
兵

を
要
請
す
る
と
、日
本
も
派
兵
に
よ
っ
て
軍
事
的
な
均
衡
を
保
と
う
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
朝
鮮
の
内
政
改
革
を
め
ぐ
っ
て
、
日
清
両
国
は
対
立
を
深
め
、

同
年
八
月
、
日
本
は
清
国
に
対
し
て
宣
戦
布
告
し
、
日
清
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。

戦
局
は
日
本
に
優
勢
で
、
明
治
二
八
年
三
月
よ
り
下
関
に
お
い
て
講
和
会
議
が

開
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
同
年
四
月
一
七
日
、日
本
側
全
権
伊
藤
博
文
（
い
と
う
・

ひ
ろ
ぶ
み
）
総
理
大
臣
、
陸
奥
宗
光
外
務
大
臣
、
清
国
側
全
権
李
鴻
章
直
隷
総
督
・

北
洋
大
臣
と
の
間
で
、
日
清
講
和
条
約
（
下
関
条
約
）
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

本
条
約
に
よ
り
、
清
国
は
朝
鮮
国
の
独
立
、
遼
東
半
島
・
台
湾
・
澎
湖
列
島
の

割
譲
、
賠
償
金
二
億
両
（
邦
貨
約
三
億
円
）
の
支
払
い
等
を
認
め
ま
し
た
。

　

§
三
国
干
渉
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展
示
史
料
一
〇

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
一
一
月
八
日
調
印
、
同
年
一
一
月
二
九
日
批
准
書
交
換

遼
東
半
島
還
付
条
約
（
批
准
書
）

日
清
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
た
六
日
後
の
明
治
二
八
年
四
月
二
三
日
、ロ
シ
ア
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
三
国
の
駐
日
公
使
が
、
外
務
省
を
訪
れ
、
日
本
の
遼
東
半
島

領
有
は
、
清
国
の
首
都
を
危
う
く
し
、
朝
鮮
国
の
独
立
を
有
名
無
実
と
し
、
ひ
い

て
は
極
東
平
和
の
障
害
と
な
る
と
主
張
し
、
遼
東
半
島
の
清
国
へ
の
返
還
を
日
本

に
勧
告
し
ま
し
た
（
三
国
干
渉
）。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
政
府
内
で
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
と
の
対
立

深
化
を
避
け
る
た
め
、
日
本
は
こ
の
勧
告
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ

う
し
て
、
明
治
二
八
年
一
一
月
、
日
本
側
全
権
林
董
（
は
や
し
・
た
だ
す
）
と
清

国
側
全
権
李
鴻
章
と
の
間
で
遼
東
半
島
還
付
条
約
が
調
印
さ
れ
、
還
付
報
償
金
三

千
万
両
（
邦
貨
約
四
五
〇
〇
万
円
）
と
引
き
換
え
に
、
日
本
は
遼
東
半
島
を
清
国

に
返
還
し
ま
し
た
。

他
方
、
台
湾
に
は
台
湾
総
督
府
を
置
き
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
ま
で
統

治
を
行
い
ま
し
た
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス 

一
】

日
本
外
交
陰
の
立
役
者
・
お
雇
い
外
国
人
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
ニ
ソ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス
展
示
史
料
一
―
一

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
七
月

独
仏
露
三
国
政
府
に
対
す
る
日
本
政
府
宣
言
（
案
）

ト
ピ
ッ
ク
ス
展
示
史
料
一
―
二

昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
四
月

幣
原
喜
重
郎
の
デ
ニ
ソ
ン
回
想

明
治
日
本
の
発
展
に
あ
た
り
、「
お
雇
い
外
国
人
」
と
呼
ば
れ
る
外
国
人
の
果
た

し
た
役
割
の
大
き
さ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
外
交
の
分
野
で
大
き
な
成
果

を
残
し
た
の
が
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
ニ
ソ
ン
（H

enry W
illard D

enison,

一
八
四
六

〜
一
九
一
四
）
で
す
。
デ
ニ
ソ
ン
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
に
生
ま

れ
、
明
治
二
年
、
神
奈
川
の
ア
メ
リ
カ
領
事
裁
判
所
付
き
の
判
事
と
し
て
来
日
し

た
後
、
明
治
一
三
年
に
日
本
外
務
省
に
雇
わ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
大
正
三
（
一
九

一
四
）
年
に
没
す
る
ま
で
の
三
四
年
間
、
外
務
省
法
律
顧
問
と
し
て
在
職
し
、
井

上
馨
・
陸
奥
宗
光
・
小
村
寿
太
郎
ら
歴
代
外
務
大
臣
の
下
で
、
条
約
改
正
・
日
清

戦
争
・
日
英
同
盟
・
日
露
戦
争
な
ど
明
治
期
の
重
要
な
外
交
問
題
に
つ
い
て
顕
著

な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
三
国
干
渉
受
諾
後
の
明
治
二
八
年
七
月
、
日
本
政
府
は
、
遼
東
半

島
還
付
の
報
償
金
と
し
て
清
国
政
府
に
五
千
万
両
の
支
払
い
を
要
求
す
る
こ
と
な

ど
を
ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
に
通
告
す
る
宣
言
案
を
作
成
し
ま
し
た
（
最

終
的
に
三
千
万
両
の
支
払
い
で
妥
結
）。
ト
ピ
ッ
ク
ス
展
示
史
料
一
―
一
は
そ
の
宣

言
案
の
草
案
と
み
ら
れ
る
文
書
で
す
。
冒
頭
に
「
総
理
大
臣
（
伊
藤
博
文
）
ト
陸

奥
（
宗
光
）
大
臣
幷
ニ
西
園
寺
（
公
望
）
大
臣
ト
協
議
ノ
上
デ
ニ
ソ
ン
氏
ニ
命
シ
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起
草
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
政
府
首
脳
の
信
頼
を
受
け
て
重
要

文
書
の
起
草
に
携
わ
る
デ
ニ
ソ
ン
の
姿
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

明
治
二
九
年
に
外
務
省
に
入
省
し
、
後
に
駐
米
大
使
、
外
務
大
臣
な
ど
を
歴
任

し
た
幣
原
喜
重
郎
（
し
で
は
ら
・
き
じ
ゅ
う
ろ
う
）
も
デ
ニ
ソ
ン
に
深
い
敬
意
と

信
頼
を
寄
せ
た
一
人
で
し
た
。
そ
れ
が
わ
か
る
の
が
、
幣
原
が
昭
和
一
五
（
一
九

四
〇
）
年
四
月
に
記
し
た
「
外
交
文
書
ノ
文
体
、
起
草
者
ノ
心
得
竝
ニ
諸
種
ノ
形

式
」（
ト
ピ
ッ
ク
ス
展
示
史
料
一
―
二
）
で
す
。
幣
原
は
日
露
戦
争
に
勝
利
し
た
要

因
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
政
府
が
公
表
し
た
外
交
文
書
に
よ
り
各
国
世
論
の
支
持

を
得
た
こ
と
を
あ
げ
、
文
書
作
成
の
背
景
に
は
、
デ
ニ
ソ
ン
の
「
惨
憺
タ
ル
苦
心
、

遠
大
ナ
ル
思
慮
ガ
、
伏
在
シ
テ
居
タ
コ
ト
ハ
疑
ヒ
モ
ナ
キ
事
実
デ
ア
ル
」
と
、
そ

の
功
績
を
讃
え
て
い
ま
す
。

　

§
日
露
戦
争

展
示
史
料
一
一

明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
七
月
四
日

日
露
講
和
会
議
の
際
の
日
本
側
全
権
委
任
状

日
清
戦
争
の
結
果
、
清
国
の
脆
弱
さ
が
露
呈
す
る
と
、
列
国
は
次
々
と
清
国
か

ら
利
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
は
、
明
治
三
三
年
の
北
清
事
変
を
契
機
に
、

満
州
を
事
実
上
占
領
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
の
南
下
の
動
き
を
警
戒
し
、

日
本
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
明
治
三
五
年
、
日
英
同
盟
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
満

州
と
朝
鮮
半
島
の
権
益
に
つ
い
て
日
露
間
で
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
決
裂
し
、

明
治
三
七
年
二
月
、
日
露
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。

明
治
三
八
年
三
月
の
奉
天
会
戦
、
五
月
の
日
本
海
海
戦
に
お
い
て
勝
利
を
収
め

る
と
、
日
本
は
国
力
の
限
界
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
仲
介
を
依
頼
し
、
同
年
八
月
か
ら

ア
メ
リ
カ
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
に
お
い
て
講
和
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

史
料
一
一
は
講
和
会
議
の
全
権
委
任
状
で
す
。
日
本
側
は
小
村
寿
太
郎
（
こ
む

ら
・
じ
ゅ
た
ろ
う
）
外
務
大
臣
、
高
平
小
五
郎
（
た
か
ひ
ら
・
こ
ご
ろ
う
）
駐
米

公
使
ら
が
全
権
委
員
に
任
命
さ
れ
、
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
に
当
た
り
ま
し
た
。

展
示
史
料
一
二
、
一
三

明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
九
月
五
日
調
印
、
同
年
一
一
月
二
五
日
批
准
書
交
換

日
露
講
和
条
約
（
調
印
書
・
仏
文
）

日
露
講
和
条
約
（
批
准
書
）

明
治
三
八
年
九
月
五
日
、
日
本
側
全
権
小
村
寿
太
郎
外
務
大
臣
、
ロ
シ
ア
側
全

権
ウ
ィ
ッ
テ
前
大
蔵
大
臣
ら
と
の
間
で
日
露
講
和
条
約（
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
）

が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
シ
ア
は
韓
国
に
お
け
る
日
本
の
指
導
権
を

承
認
し
、
旅
順
・
大
連
の
租
借
権
、
長
春
以
南
の
鉄
道
・
付
属
利
権
を
日
本
に
譲

渡
し
、
南
樺
太
を
割
譲
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
は
朝
鮮
を
勢
力
下
に
置

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
翌
年
に
は
、
満
州
に
半
官
半
民
の
南
満
州
鉄
道
株

式
会
社
（
満
鉄
）
を
設
立
し
、
以
後
、
大
陸
へ
と
進
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

他
方
、
日
露
講
和
会
議
の
直
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
両
国
よ
り
、
駐
日
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公
使
館
を
大
使
館
に
昇
格
さ
せ
、
日
本
と
大
使
を
交
換
す
る
準
備
が
あ
る
と
の
意

向
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
政
府
は
こ
の
提
案
に
応
じ
て
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
、

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
大
使
交
換
を
実
現
し
ま
し
た
。

大
使
は
、
外
交
使
節
の
最
上
位
の
階
級
で
、
当
時
は
、
大
国
や
利
害
関
係
の
密
接

な
国
家
に
対
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
露
戦
争
を
経
て
、
日
本
の
国
際
的

地
位
が
向
上
し
、
欧
米
諸
国
か
ら
、
日
本
が
大
使
を
派
遣
す
べ
き
国
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

§
対
等
条
約
の
実
現

展
示
史
料
一
四

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
二
月
二
一
日
調
印
、
同
年
四
月
四
日
批
准
書
交
換

日
米
通
商
航
海
条
約
（
調
印
書
）

陸
奥
宗
光
外
務
大
臣
の
時
代
に
各
国
と
結
ん
だ
通
商
航
海
条
約
は
、
明
治
四
四

年
に
満
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
小
村
寿
太
郎
外
務
大
臣
は
、
条

約
の
規
定
に
従
い
、
明
治
四
三
年
、
各
国
と
の
新
条
約
締
結
交
渉
を
始
め
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
も
交
渉
が
行
わ
れ
、
明
治
四
四
年
二
月
二
一
日
、
ワ
シ
ン
ト

ン
に
お
い
て
、
日
本
側
全
権
内
田
康
哉
（
う
ち
だ
・
や
す
や
）
駐
米
大
使
、
ア
メ

リ
カ
側
全
権
ノ
ッ
ク
ス
国
務
長
官
と
の
間
で
、
新
日
米
通
商
航
海
条
約
が
調
印
さ

れ
ま
し
た
。

つ
い
で
小
村
外
相
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
他
の
欧
州
諸
国

と
も
新
条
約
を
結
び
、
関
税
自
主
権
の
回
復
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
日
本
は
幕
末
の
開
国
か
ら
半
世
紀
を
経
て
、
条
約
改
正
を
達
成
し
、

欧
米
諸
国
と
条
約
上
で
対
等
の
地
位
を
得
ま
し
た
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
の
日
本
は
、
約
四
〇
年
に
お
よ
ぶ
条
約
改
正
交

渉
、
そ
し
て
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
験
し
、
欧
米
諸
国
と
な
ら
ぶ
国
家
へ
と
成
長

し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
日
本
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
な
ど
を
経
て
新
し
い
国
際
秩

序
、
新
し
い
外
交
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス 

二
】

国
内
外
の
女
子
教
育
に
尽
く
し
た
津
田
梅
子
・
安
井
て
つ

ト
ピ
ッ
ク
ス
展
示
史
料
二
―
一

明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
九
月

津
田
梅
子
の
イ
ギ
リ
ス
視
察
招
待
を
報
告
す
る
加
藤
高
明
駐
英
公
使
公
信

ト
ピ
ッ
ク
ス
展
示
史
料
二
―
二

明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
三
月

安
井
て
つ
の
タ
イ
で
の
契
約
締
結
を
伝
え
る
報
告
（
写
し
）

明
治
期
に
は
、
そ
れ
ま
で
男
子
に
比
べ
遅
れ
て
い
た
女
子
教
育
の
分
野
に
力
を

注
ぎ
、国
内
外
で
活
躍
す
る
女
性
も
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
代
表
例
と
い
え
る
の
が
、

津
田
梅
子
（
つ
だ
・
う
め
こ
／
一
八
六
四
〜
一
九
二
九
）
と
安
井
て
つ
（
や
す
い
・
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て
つ
／
一
八
七
〇
〜
一
九
四
五
）
で
す
。
津
田
梅
子
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）

年
、
日
本
最
初
の
女
子
留
学
生
五
人
中
の
一
人
と
し
て
岩
倉
使
節
団
と
共
に
米
国

へ
向
か
い
、
明
治
一
五
年
に
帰
国
し
ま
し
た
。
華
族
女
学
校
な
ど
で
教
鞭
を
と
り

な
が
ら
、
更
な
る
教
育
の
機
会
を
求
め
明
治
二
二
年
再
渡
米
、
ブ
リ
ン
マ
ー
・
カ

レ
ッ
ジ
で
学
び
、
女
子
高
等
教
育
に
生
涯
を
さ
さ
げ
る
志
を
立
て
た
と
言
わ
れ
ま

す
。
明
治
三
二
年
、
高
等
女
学
校
令
が
公
布
さ
れ
、
女
子
高
等
教
育
拡
大
に
向
け

た
制
度
が
整
い
つ
つ
あ
る
動
向
を
知
っ
た
津
田
は
、
翌
年
女
子
英
学
塾
を
設
立
し

ま
す
。
こ
の
塾
が
現
在
の
津
田
塾
大
学
と
な
り
ま
し
た
。

津
田
は
日
本
政
府
か
ら
万
国
婦
人
ク
ラ
ブ
連
合
大
会
へ
の
出
席
を
要
請
さ
れ
る

な
ど
、
当
時
か
ら
女
子
教
育
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
ト
ピ
ッ

ク
ス
展
示
史
料
二
―
一
は
明
治
三
一
年
、
津
田
梅
子
が
英
国
の
有
力
婦
人
有
志
よ

り
教
育
制
度
視
察
の
招
待
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
、
加
藤
高
明
（
か
と
う
・
た
か

あ
き
）
駐
英
公
使
が
本
国
に
連
絡
し
た
文
書
で
す
。

津
田
が
国
内
の
女
子
教
育
に
尽
力
し
た
一
方
、
国
外
の
女
子
教
育
で
活
躍
し
た

の
が
安
井
て
つ
で
す
。
安
井
は
女
子
高
等
師
範
学
校
で
学
び
、
教
師
の
道
を
歩
み

ま
し
た
。
明
治
三
七
年
、
安
井
は
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
王
妃
の
希
望
に
よ
り
、
そ
の

他
二
名
の
日
本
人
女
性
教
師
と
共
に
、
上
流
社
会
の
女
子
教
育
の
任
に
あ
た
る
た

め
シ
ャ
ム
に
渡
り
ま
す
。

皇
后 

（
ラ
ー
チ
ニ
ー
） 

女
学
校 

と
呼
ば
れ
た
学
校
で
教
鞭
を
取
っ
た
彼
女
た
ち

は
熱
意
を
も
っ
て
教
育
に
あ
た
り
ま
し
た
。
安
井
が
三
年
の
任
期
を
満
了
し
て
帰

国
す
る
頃
に
は
留
任
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
ど
で
、
晩
年
に
は
安

井
と
再
会
す
る
た
め
訪
日
し
た
教
え
子
と
再
会
を
果
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

安
井
が
教
育
の
基
盤
を
作
っ
た
皇
后
女
学
校
は
タ
イ
に
お
け
る
名
門
女
子
校
と
し

て
健
在
で
す
。
帰
国
後
は
東
京
女
子
大
学
の
二
代
目
の
学
長
を
務
め
る
な
ど
、
女

子
教
育
の
発
展
に
尽
く
し
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
展
示
史
料
二
―
二
は
タ
イ
で
の
契
約
締
結
を
文
部
次
官
に
報
告
す

る
書
簡
の
写
し
で
す
。
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展
示
史
料
一

日
本
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
修
好
通
商
航
海
条
約

展
示
史
料
二

日
本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
修
好
通
商
航
海
条
約
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展
示
史
料
三

日
清
修
好
条
規

展
示
史
料
四

樺
太
千
島
交
換
条
約
（
調
印
書
）
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展
示
史
料
六

日
墨
修
好
通
商
条
約
（
批
准
書
）

展
示
史
料
七

日
英
通
商
航
海
条
約
（
批
准
書
）
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展
示
史
料
九

日
清
講
和
条
約
（
附
属
地
図
・
漢
文
）

展
示
史
料
一
三

日
露
講
和
条
約
（
批
准
書
）
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展
示
史
料
一
四

日
米
通
商
航
海
条
約
（
調
印
書
）
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関係年表

※日付は明治 6年の太陽暦採用までは旧暦、 それ以後は新暦で表記しました。


